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＜連絡事項＞

・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・斎藤　光枝様～本日母より電話あり。7月30日（日）14:00からご本人とのオンライン面会のため来院するのでその際、退院について看護スタッフに相談したいと話される。近日、夜間の尿失禁もある事をお伝えし、終話している。
＜要注目患者様＞
・立花　圭様～話し掛けはあるが、適度に切り上げる事はできている。以前トラブルとなったK.K様と、音楽の話題で仲直りできたというが、適度な距離をこれからも保持するよう伝えている。
・船場　幸子様～確認行為の回数は減少し、ホールで過ごされている。適度に他者との交
流見られるが、詰所内を凝視する行為見られている。
・小向　隆之様～他者との交流は拒否的で作業療法は自室で書き物をして参加している。
スタッフ対面時の表情穏やかで、不安感の訴えはなし。
＜村上Dr.診察情報＞
・高橋　康満様～「暑さに耐えきれない」と訴えるが、日課は支障なく行っている。定期薬処方変更なし。
・中野渡　鉄男様～「大丈夫」と言い顔色良好。表情穏やかで不調の訴えなし。不随意運動による支障もない。定期薬処方変更なし。
・十日市　利喜様～「変わりないよ」と話されており定期薬処方変更なし。
＜皮膚科診察情報＞
・井上　和美様～漸次軽快にて同処置継続との事。希望でデルモゾールDP軟膏1本処方。
・出河　攻様～漸次軽快し、同処置施行との事。軟膏はまだ残あり。
・播磨　克子様～デルモゾールDP軟膏塗布後、通常のガーゼ保護となっている。
・民部田　和哉様～①左足趾同前処置　②頚部毛包性膿疱　どちらも以前処方となったテラマイシン塗布処置となっている。
・小豆畑　裕介様～漸次軽快にて同処置継続とのこと。尿素クリーム１本処方となる。
・小笠原　文人様～右足底の鶏眼痕を切除し、テラマイシン軟膏塗布+ガーゼテープ保護している。
・平　京子様～クレマスチンのみきり中止後も掻痒感なく経過する。軟膏処置継続。
